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佐川グローバルロジスティクス株式会社 

2024年 9 月 2 日 

佐川グローバルロジスティクス株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：山本将典、以下 SGL）は、

SGL の物流センター「福岡営業所」内のキューサイ株式会社（本社：福岡県福岡市、代表取締役社長：佐伯澄）の

物流現場において、最新のマテハン※を導入したオペレーションを 7月から開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PaLS（Packing and Labeling System）           マルチフリクションフィーダー 

 

物流業界では慢性的な労働力不足が続く一方、多様化する取扱商材への対応や生産性向上による効率化が

求められています。また、キューサイ株式会社においては、年々増加する EC 注文への迅速な対応と顧客満足度

向上のためのサービス強化が課題にありました。 

これらの課題を解決するために、SGL はこれまでの物流現場設計で培ったノウハウをもとに、PaLS（Packing 

and Labeling System:自動封函機＋送状貼付機、株式会社タクテック製）とマルチフリクションフィーダー（DMT 

Solutions Japan株式会社製）の 2種類のマテハンを導入しました。これらを導入することで、これまで人の手で行

っていたチラシの投入、梱包、送り状の貼付といった作業を自動化しました。 

これによる省人化効果は約 37％、処理能力は従来の 6 倍に向上し、生産性向上を実現しました。さらに、処理

能力の向上により、キューサイ株式会社の EC サイトでの注文から配送までのリードタイムが短縮され、顧客満足

度の向上にもつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐川グローバルロジスティクスがヘルスケアの物流現場で 

マテハン導入により約 37％の省人化を実現 



 

SGホールディングスグループは、純粋持株会社 SGホールディングス株式会社と、 

その傘下にある佐川急便株式会社をはじめとした事業会社で構成された総合物流企業グループです。 

 

＜報道関係お問い合わせ先＞ 

佐川グローバルロジスティクス株式会社 経営企画部 広報課 

tel: 03-3768-8523 mail:sgl-pr@sagawa-logi.co.jｐ 
 

News Release 

 

SGL は、物流課題の解決に向けこれからもさまざまなロボティクスの導入を進め、これまで蓄積したノウハウを

活用することによる生産性の向上に加え、新たなソリューションを提案できるよう DX を推進し、お客さまの経営課

題に物流を通じて最適解を提案してまいります。 

 

 

※マテリアルハンドリングの略。物流業務を効率化・自動化するために使用する機械の総称 

 

■SGLの公式 YouTubeチャンネルで、今回導入したマテハンを動画で紹介しています 

URL：https://youtu.be/4iSRDy-N2Ps 

 

 

https://youtu.be/4iSRDy-N2Ps

